
  

いよう、住民への事前周知や地域との協議を十分行うことが求められて 窓口や違反指導の現場において、職員に対し威圧的な態度をとる者との

います。また、市街化調整区域の活性化対策は喫緊の課題であり、産業 折衝に際してのアドバイスや、悪質な者を告発する際の警察署との調整

振興の視点を含め、地域の将来像や実現に向けた誘導施策等について検 等を行うため、 
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7. 土木費 4. 宅地開発指導事業
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1. 都市計画総務費 市街地整備課

（佐倉市）　　

第５章
住環境が整備された住みやすいまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 3,695 基本施策１
都市計画の推進 平成29年度 -
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・宅地開発指導事務の実施等 ・宅地開発事業を指導することにより、無秩序な宅地開 ・秩序ある宅地開発の中で公共施設等が整備され、良好

発による環境破壊を防止し、良好な居住環境と安全で快適な都市環境の な都市環境の創出、保全を図る上で大きな役割を果たします。

形成を図ります。 ・開発許可基準等の見直しにより、地域課題への対処、地域の活性化に

・開発許可基準等の見直しにより、生活環境の保全、地域活性化等の地 寄与します。

域課題を土地利用の観点から解決し､市民ニーズに応えます｡ ・事業者への指導の徹底は、市の事務効率の向上につながります。

・市街化調整区域の違反建築物について、地域環境の保全、土地利用制 ・市街化調整区域での違反建築物の減少により、地域環境の保全が図ら

限の公平性（法令遵守）等の観点から是正を図ります。 れます。

・宅地開発事業と周辺住民とのトラブルが生じな ・「不当行為防止指導員 雇用の必要性」    


